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ビデオカメラ 取扱説明書

インタレース走査 ６０Ｈｚ，または，プログレッシブ走査 ３０Ｈｚでビデオ出力

ＦＣ３００Ｍ

●このたびはＴＡＫＥＸ ＣＣＤビデオカメラをお買いあげいただき，誠にありがとうございまし
た．

●この説明書と添付の保証書をよくお読みのうえ，正しくご使用下さい．
その後大切に保管し，わからない時は再読して下さい．
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１．ＦＣ３００Ｍの特長

●新設計のインターライン転送方式のＣＣＤを使用していますので，従来のカメラに比べて高速シャッタ時の

スミアは格段に低減しています．

●フレームメモリを搭載しているため，ビデオ出力はプログレッシブ走査（ノンインターレース走査）出力，
及び，２：１インタレース走査出力のどちらにも対応可能です．

●カメラに外部トリガを入力するだけでランダムリセットされ，電子シャッタによる静止画像が連続的に得ら

れます．

●ビデオ出力信号はアナログ信号およびディジタル化信号として出力します．

① プログレッシブ走査信号を，Ａ／Ｄ，メモリ，Ｄ／Ａを介したアナログビデオ信号

② プログレッシブ走査信号をＡ／Ｄ，メモリを介した８ビットパラレルディジタル化ビデオ信号

③ ２：１インターレース走査に変換したアナログビデオ信号

④ ２：１インターレース走査に変換したディジタル化ビデオ信号

上記ビデオ信号のうち ①，③はアナログビデオ出力端子（ＢＮＣ）より，②，④はディジタル出力コネ
クタ（３６ピン）より出力します．

●電子シャッタ速度の設定，シャッタモード（通常／ランダム）などの切替え操作はすべてカメラ背面で行え

ます．また，ＲＳ－２３２Ｃを介してパソコンなどに接続することにより外部からコントロールすることが
できます．

●小形，軽量です．
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２．仕様

（１）カメラの仕様

プログレッシブ走査

撮 像 素 子 インターライン転送方式 1/3インチサイズ ＣＣＤ
有効画素数 659(H)×494(V)

その他の詳細は後述

水 平 走 査 周 波 数 f = 15.73KHzＨ

読 出 し 走 査 垂 直 走 査 周 波 数 f = 30 HzＶ

画素クロック周波数 f = 12.27MHzＣＬＫ

外部同期可能（自動切換え）
外 部 同 期 外部同期入力信号周波数 EXT.HD=15.73KHz

EXT.VD= 30 Hz
ランダムシャッタ動作時はHDのみ入力すること．

水 平 解 像 度 ４５０ TV本 以上

垂 直 解 像 度 ４８０ TV本 以上

感 度 １００Ｌｘ Ｆ２

最低被写体照度 ０．３Ｌｘ Ｆ１．４（赤外線カットフィルタなし）

Ｓ ／ Ｎ ５０dB以上 （AGC=OFF）

２：１インターレース走査：６０Hz/フィールド 切替可能
ビデオ出力信号 プログレッシブ走査 ：３０Hz/フレーム

出力信号レベル： アナログ出力 :１Vpp 75Ω不平衡

ディジタル出力:８bit RS-422 差動出力，100Ω負荷

ガ ン マ １．０ / ０．４５ 切換え可能

電子シャッタ １/１００００～１/３０秒～長時間シャッタ

連続シャッタ，ランダムシャッタ，長時間シャッタのモード切換可

レンズマウント Ｃマウント

ＤＣ１２Ｖ±１０％
電 源 ２５０mA最大（アナログ出力のみ使用時）

４００mA最大（アナログ／ディジタル 両出力使用時）

動作周囲温度 ０℃ ～ ４０℃ （結露，結氷のないこと）

保存温度範囲 －３０℃ ～ ６０℃ （結露，結氷のないこと）

耐 衝 撃 ７０Ｇ

耐 振 動 ７Ｇ

外 形 寸 法 ４６(W)×４９(H)×１２０(L)mm（コネクタ除く）

重 量 約２６０ｇ

・仕様は改良のため，予告なく変更されることがありますのでご了承下さい．
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（２）カメラの寸法

図２－１ ＦＣ３００Ｍ外形図

（３）ＣＣＤ

・1/3″プログレッシブ走査インターライン転送ＣＣＤ
・ＣＣＤの波長感度特性（図２－３参照）

・総画素数 ６９２(H)×５０４(V) ，約３５万画素
・有効画素数 ６５９(H)×４９４(V) ，約３３万画素
・チップサイズ ５．８４mm(H)×４．９４mm(V)

・ユニットセルサイズ ７．４μ(H)×７．４μ(V)
・オプティカルブラック 水平(H) 方向 前２画素，後３１画素

垂直(V) 方向 前８画素，後 ２画素

・ダミービット数 水平 １６
垂直 ５

図２－２ オプティカルブラック配置図

４６

３４

９ １０３

１８．５ １１ １１

１３ １９．７５ ２５

Ｃ マウント

２－Ｍ６ 深７

１／４”－２０ＵＮＣ 深７

４－Ｍ４ 深５

１”－３２ＵＮ

※ビスなど，４mm以上挿入しないでください．

故障の原因となる場合が有ります．

Camera Link

POWER VIDEO

MODELENSEXP.

U

D

２×２－Ｍ３ 深６
（左右側面）

２×２－Ｍ３ 深８
（上下面）

Ａ

矢視 Ａ
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図２－３ 波長感度特性

（４）カメラの信号処理と出力信号

図２－４ ビデオ信号処理系統図

インターレース走査●プログレッシブ走査と
標準のＴＶシステムにおける画像走査はＲＳ－１７０仕様に定められたインターレース走査方式になっ
ています．水平走査線は奇数フィールドと偶数フィールドに分かれて相互に６０Ｈｚ／フィールドで走査

され，１／３０秒間で両フィールドを合成した１フレーム画像を完成します．
これに対してＦＣ３００Ｍは，６５９×４９４画素のインターライン転送方式ＣＣＤで１つの状態を瞬
時にとらえます．この１フレーム画像は，１／３０秒で画像の上から下まで全ラインを順次連続的に走査

するプログレッシブ走査方式のため，ランダムシャッタ時でも安定且つ尖鋭な画像が得られます．
また瞬時にとらえたプログレッシブ走査画像を２：１インターレース走査方式に変換する画像処理を行いますので

シャッタ使用時，従来の２フィールド構成の画像が２重画像となるのと比べ，ＦＣ３００Ｍでは完全にブレのない画像
が得られます．ビデオ信号出力端子（BNC）の信号はプログレッシブ走査，インターレース走査のいずれの場合でも，
白黒マルチスキャンテレビモニタ ＰＶＭ－１２４２（別売品）に表示できます．

また従来の標準走査方式のモニター（５２５本走査 Ｈ＝１５．７５ＫＨｚ，Ｖ＝６０Ｈｚ／フィールド）をご使用の場合
は，プログレッシブ走査画像表示には別のモニターをご用意下さい．
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●カメラの画像出力

ＣＣＤから発生したビデオ信号は，図２－４に示すビデオ信号処理系統図に従って次の①，②のビデオ
信号として出力されます．

①アナログビデオ信号
プログレッシブ走査のＣＣＤ出力信号を，ＣＤＳ／ビデオ・アンプで増幅され，Ａ／Ｄ変換してメモ

リに記憶します．メモリ内のデータの読み出し順番を変化させてＤ／Ａ変換することで，インタレース
走査，または，プログレッシブ走査のアナログビデオ信号を生成し出力端子（BNC）に出力します．
（１Ｖｐｐ・７５Ω)

②ディジタルビデオ信号
メモリ内のデータの読み出し順番を変化させてＤ／Ａ変換することで，インタレース走査，または，

プログレッシブ走査のディジタル信号を生成し，出力ドライバーを介して，８ｂｉｔのディジタル信号
信号（DO ～DO ）として，ＲＳ－４２２フォーマットで，カメラ背面のディジタル出力コネクタ（36ピ０ ７

ン）より出力します．

●ＢＵＳＹ信号

ランダムシャッタモード動作時に，Ｖｉｎｉｔ入力後の露光動作中，及び，ビデオ信号出力動作中を
示すＢＵＳＹ信号が出力されます．ＢＵＳＹ信号のタイミングについては，タイミングチャートを参照
してください．（５Ｖロジック レベル）

●ＷＥＮ信号

１フレームのビデオ信号の取り込みタイミングを示すＷＥＮ信号が出力されます．ランダムシャッタ
モード動作時にも周期的に出力されるため，，ＢＵＳＹ信号とＷＥＮ信号のＡＮＤでビデオ信号の取り
込みタイミングを決定してください．ＷＥＮ信号のタイミングについては，タイミングチャートを参照

してください．（５Ｖロジック レベル）

●ストロボ信号
ランダムシャッタモード時に，Ｖｉｎｉｔ入力後の露光開始を示すストロボ信号が出力されます．カ
メラのシャッタ動作に合わせて，ストロボ撮影を行う場合にご利用ください．ストロボ信号のタイミン

グについては，タイミングチャートを参照してください．（５Ｖロジック レベル）

●外部同期入力（ＨＤ ＩＮ，ＶＤ ＩＮ）

画像取り込み装置等と同期させる必要がある場合に使用して下さい．（５Ｖロジック レベル）

●外部トリガ入力
ランダムシャッタモードで動作中に，この入力を”Ｌ”レベルにするとランダムシャッタの画像が得
られます．（５Ｖロジック レベル）

（５）ディジタル出力信号

●ディジタルビデオ出力（ＤＯ ～ＤＯ ，ＤＯ ～ＤＯ ）０＋ ７＋ ０－ ７－

ＲＳ－４２２規格に準拠した８ビット差動ディジタル出力信号，受端インピーダンス 各100Ω～220Ω

●ラインデータ有効（ＬＤＶ ，ＬＤＶ ）＋ －

ＲＳ－４２２規格準拠の差動ディジタル出力信号

●フレームデータ有効（ＦＤＶ ，ＦＤＶ ）＋ －

ＲＳ－４２２規格準拠の差動ディジタル出力信号

●ピクセルクロック（ＣＬＫ ，ＣＬＫ ）＋ －

ＲＳ－４２２規格準拠の差動ディジタル出力信号，クロック周波数：１２．２７ＭＨｚ
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３．各部の説明

（１）カメラ背面パネルの説明

●電子シャッタ動作モード，シャッタ速度，ビデオ信号の走査切替え等の設定および各出力コネクタの配置

図３－１ リヤパネル

●シャッタスピードの設定

シャッタスイッチの数字とシャッタスピードの関係を表３－１に示します．
高速シャッタモードと長時間シャッタモード，連続シャッタモードとランダムシャッタモードの切替え

は，モードスイッチ，及び，ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチで行います．詳細については該当する頁を参照して
下さい．

表３－１ シャッタ時間（露光時間）

高速シャッタモード 長時間シャッタモード

SW
連続シャッタモード ランダムシャッタモード 連続シャッタモード ランダムシャッタモード

０ シャッタなし シャッタなし シャッタなし シャッタなし

１ 1/10000 (秒) (1H) 1/10000 (秒) (1H) 1/15(秒) (2V) 1/15(秒) (2V)

２ 1/6000 (2H) 1/6000 (2H) 1/8 (4V) 1/8 (4V)

３ 1/3500 (4H) 1/3500 (4H) 1/4 (8V) 1/4 (8V)

４ 1/1800 (8H) 1/1800 (8H) 1/2 (16V) 1/2 (16V)

５ 1/1000 (16H) 1/1000 (16H) 1 (32V) 1 (32V)

６ 1/500 (32H) 1/500 (32H) 2 (64V) 2 (64V)

７ 1/250 (64H) 1/250 (64H) 4 (128V) 4 (128V)

８ 1/125 (128H) 1/125 (128H) 8 (256V) 8 (256V)

９ 1/60 (256H) パルス幅設定 16 (512V) パルス幅設定

※１．ここで言う「シャッタなし」とは，露光時間1/30秒の連続シャッタモードのことです．
２．上表は標準工場出荷時のシャッタ時間を示しています．

ディジタル出力コネクタ

アナログビデオ出力端子
（ＢＮＣ）カメラコネクタ

（１２ピン）

モードスイッチシャッタスイッチ

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチ

ＲＳ－２３２Ｃコネクタ
（アイリスコネクタ）
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図３－２ シャッタスイッチ 図３－３ モードスイッチ

●動作モードの設定

モードスイッチの番号とＵＰ／ＤＯＷＮスイッチ操作の関係を表３－２に示します．詳細については該
当する頁を参照して下さい．

表３－２ 通常動作

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチ
SW モードスイッチ

ＵＰ操作 ＤＯＷＮ操作

０ ゲイン変更 増加 減少

１ プリセット ＭＧＣ １ １６dBにセット ９dBにセット

２ プリセット ＭＧＣ ２ ２８dBにセット ２２dBにセット

３ ゲイン モード ＭＧＣ ＡＧＣ

４ ガンマ（γ） １．０ ０．４５

５ シャッタ 連続／ランダム 連 続 ランダム

６ シャッタ 高速／長時間 高速シャッタ 長時間シャッタ

７ シャッタ時間変更 短縮 延長

８ ディジタルオフセット変更 上昇 下降

９ 出力走査切替 インターレース プログレッシブ

Ａ プログラム ページ Ａ 書き込み 読み出し

Ｂ プログラム ページ Ｂ 書き込み 読み出し

Ｃ プログラム ページ Ｃ 書き込み 読み出し

Ｄ プログラム ページ Ｄ 書き込み 読み出し

Ｅ プログラム ページ Ｅ 書き込み 読み出し

Ｆ プログラム ページ Ｆ 書き込み 読み出し

※キャリブレーションモード時は，上表とは異なった内容になります．
※電源投入時にモードスイッチが０～Ａの場合は，プログラムページＡに書き込まれている動作モードを
読み込んで起動し，Ｂ～Ｆの場合は，それぞれのプログラムページの動作モードを読み込んで起動しま

す．
※標準出荷モードをアンダーラインで示します．
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（２）カメラコネクタ(HRS HR10A-10R-12PB)

カメラケーブル接続コネクタ（12ピン）のピン配置を図３－４に，各ピンとそれに対応する信号名を
表３－３に示します．

表３－３

ﾋﾟﾝ番号 信 号 名

1 ＧＮＤ（ＯＶ）

2 ＋１２ＶＤＣ

3 ＧＮＤ

4 ビデオ出力

5 ＧＮＤ

6 外部トリガ入力

7 ＶＤ ＩＮ

8 ＧＮＤ

9 ＨＤ ＩＮ

10 ＧＮＤ

図３－４ カメラコネクタ 11 ストロボ出力

（カメラ外側より見たピン配置） 12 ＧＮＤ

カメラに接続されるカメラケーブル（コネクタ付）は別売品で２ｍ～２５ｍまでの長さで各種あります．
本カメラは２５ｍ以下のカメラケーブルに対して設計されておりますので，２５ｍを越えるケーブルで
のご使用はできません．

（３）ＲＳ－２３２Ｃコネクタ(HRS HR10A-7R-6SB)

ＲＳ－２３２Ｃコネクタ（６ピン）のピン配置を図３－５に，各ピンとそれに対応する信号名を表３－

４に示します．このコネクタはアイリスレンズ用コネクタと兼用になっています．

表３－４

ﾋﾟﾝ番号 信 号 名

1 Ｄ２ ／ ＲＸＤ

2 ＧＮＤ

3 ビデオ出力

4 ＋１２Ｖ

5 Ｄ０ ／ ＲＴＳ

6 Ｄ１ ／ ＴＸＤ

図３－５ ＲＳ－２３２Ｃコネクタ

（カメラ外側より見たピン配置）
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（４）ディジタル出力コネクタ(HRS DX10A-36S)

ディジタル出力コネクタ(36ﾋﾟﾝ)のピン配置を図３－６に，各ピンとそれに対応する信号名を表３－５に
示します．

表３－５

ﾋﾟﾝ番号 信号名 I/O ﾋﾟﾝ番号 信号名 I/O ﾋﾟﾝ番号 信号名 I/O ﾋﾟﾝ番号 信号名 I/O

1 CLK+ Out 2 CLK- Out 19 DO Out 20 DO Out０＋ ０－

3 LDV+ Out 4 LDV- Out 21 DO Out 22 DO Out１＋ １－

5 FDV+ Out 6 FDV- Out 23 DO Out 24 DO Out２＋ ２－

7 GND 8 GND 25 DO Out 26 DO Out３＋ ３－

9 EXT.HD In 10 EXT.VD In 27 DO Out 28 DO Out４＋ ４－

11 NC 12 BUSY Out 29 DO Out 30 DO Out５＋ ５－

13 WEN 14 Vinit In 31 DO Out 32 DO Out６＋ ６－

15 NC 16 NC 33 DO Out 34 DO Out７＋ ７－

17 NC 18 NC 35 GND 36 GND

CLK …… 画素クロック（12.27MHz）
LDV …… ラインタイミング信号
FDV …… フィールドタイミング信号
DO ～DO …… ディジタルビデオ出力（8bit）０ ７

Vinit …… 外部トリガ
BUSY …… ビジー信号
WEN …… ライトイネーブル信号

図３－６ ディジタル出力コネクタ
（カメラ外側から見た図）
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４．接続方法

（１）接続方法
接続のしかた（その１）

カメラと周辺機器の接続例（図４－１）を参照して下さい．

①カメラのレンズ取付け部カバーを外し，レンズ（別売品）を取り付けます．

②カメラヘッドとカメラ電源（別売品）をカメラケーブル（別売品）で接続します．

カメラケーブルの許容最大長は２５ｍとなっています．

③カメラヘッド背面のVIDEO端子（BNC）またはカメラ電源のVIDEO端子（BNC）と白黒モニター（別売品）等

のビデオ入力端子をケーブルで接続します．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ご注意

●カメラケーブルを接続，または取り外すときは，必ずカメラ電源のPOWERスイッチをOFFにして下さい．

POWERスイッチがONの状態でケーブルの着脱を行いますとカメラヘッドの故障の原因となります．

●カメラを接続する時は，必ずカメラ電源，接続機器の電源を切っておいて下さい．

●当社の別売品カメラ電源以外の電源を使用する場合は，下記定格のものをご使用下さい．

電 源 電 圧：ＤＣ１２Ｖ±１０％

電 流 容 量：２５０mA（ディジタル出力利用時は４００mA）
電源投入時は１Ａ程度の過渡電流が流れますのでご考慮下さい．

リップル電圧：５０mVpp以下（推奨値）

接続コネクタ：１２ピンコネクタ １ピン（GND），２ピン（+12VDC）

●接続例（図４－１）のモニター（１）および（２）を同時に使用する時は，いずれか一方のモニターのみ

７５Ω終端してご使用下さい．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

④上記説明に従って接続が終れば，カメラ電源の電源をONにして下さい．

⑤カメラ背面のシャッタ切替スイッチを”０”に，動作モード切替スイッチなどにより，高速シャッタモー
ド，連続シャッタモードにセットします．
この状態でカメラ画像をモニターに表示します．

動作モードの変更操作については，動作モードの設定方法を参照して下さい．

接続のしかた（その２）

接続のしかた（その１）に従って接続した後，カメラ背面のディジタル出力コネクタとＩＢＭコンパチブ
ルコンピュータ等のディジタル画像処理装置入力端子をディジタルビデオケーブル（別売品）で接続します．

カメラのディジタル出力コネクタから上記画像処理装置入力端子までのケーブル許容最大長は30ｍとなっ
ています．

ディジタル出力コネクタの各ピン№と信号名，主要な信号波形，タイミング等については該当する頁を参
照して下さい．
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接続のしかた（その３）

外部同期動作の時

カメラの同期を外部接続装置などで制御したい時は，カメラを外部同期動作で使用します．

外部よりEXT.HD,EXT.VD信号を，カメラ電源のHD,VD(BNC)端子に入力します．

EXT.HD,EXT.VDを入力すれば，カメラは自動的に外部同期動作となります．

EXT.HD,EXT.VD信号は，後述の推奨波形に合わせて入力して下さい．

接続のしかた（その４）

ランダムシャッタモードで動作させるとき．

●シャッタスイッチを１～８のいずれかにセットした時，
Vinit（外部トリガパルス）をカメラ電源のEXT.(BNC)端子に入力します．

●シャッタスイッチを９にした時，
Vinit（パルス幅露光制御の外部トリガパルス）をカメラ電源のEXT(BNC)端子に入力します．

Vinit信号は，後述の推奨波形図に合わせて入力して下さい．

●カメラ電源のMANU押ボタンスイッチを押せば，Vinit信号（約1ms幅）を手動でカメラに入力することも
できます．

ランダムシャッタ，かつ，Ｖｉｎｉｔ入力でＶリセットするモードでご使用の場合はEXT.VDは入力しな
いで下さい．（EXT.VD入力には関係なく，Ｖｉｎｉｔ入力でリセットされます．）



- 13 -

K07314(13/34)

図４－１ カメラと周辺機器接続例
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（２）推奨外部同期入力パルス

●波形のタイミング

図４－２ 推奨タイミング

●波形の詳細
・ＨＤとＶＤの入力位相誤差は，±１０μSec以下として下さい．

・ＨＤのＬレベルのパルス巾は，６．４±２μSecとして下さい．
・ＨとＶの関係は次の通りです．

１Ｖ＝５２５Ｈ （２９．９７Ｈｚ）
１Ｈ＝６３．４９μSec （１５．７３４ＫＨｚ）
（Ｈの周期誤差は上記数値の±１％以下を推奨致します．）

※ＮＴＳＣ（１Ｖ＝２６２．５Ｈ）のＶＤを入力した場合でも動作しますが，ＯＤＤのＶＤでのみＶリ
セット動作を行います．

・ＶＤのＬレベルのパルス巾は，τ＝５７０±２０μSec（５７０μS＝９Ｈ）として下さい．
（注）１．入力する同期信号のレベルは５Ｖロジックレベル（Ｈ＝４～５Ｖ，Ｌ＝０～０．５Ｖ）で与えて

下さい．

２．ＨＤ／ＶＤの各入力のインピーダンスは２１０Ωです．
３．ＨＤの立ち下がりエッジから±１０μSecにＶＤの立ち下がりエッジがある場合に外部同期垂直入

力として取り込みます．

●入力方法

カメラ電源のＨＤ，ＶＤ入力端子（BNC）に接続します．
カメラと周辺機器接続例（図４－１）を参照して下さい．

（３）推奨Ｖｉｎｉｔ信号入力波形

●推奨波形

図４－３ 推奨波形

外部パルス幅露光モードの場合，入力されたパルス区間ｎＨはカメラ内部のＨＤ立ち下がりタイミングに

同期化して取り込まれ，それに最も近いＨ（＝６３．５μＳｅｃ）の整数倍のパルス幅ｎＨとしてカメラ内
部に伝わります．露光時間Ｔｓは，Ｔｓ＝ｎＨ（高速掃き捨てを行う場合，Ｔｓ＝（ｎ－２７）Ｈ，２７Ｈ

以下のパルスは入力しないで下さい．）となります．
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（４）ＨＤ／ＶＤ／Ｖｉｎｉｔ入力の駆動回路例

６

７

９

１２ピン
コネクタ

５Ｖ

１０Ｋ

４．７Ｋ

１０μ

１００

ＨＤ ＩＮ

ＶＤ ＩＮ

Vinit IN

カメラ内部

１５０Ω

２ＳＣ３３１１
など

［トランジスタ使用例］

Ｏ．Ｃ．

ＳＮ７４０６など

９ ７， に

入力

１００ｐ

４．７Ｋ

５Ｖ

内部回路へ

１Ｋ

ＰＮＰ Ｔｒ

５Ｖ

５Ｖ

１５０Ω

４．７Ｋ

５Ｖ

内部回路へ

７４ＨＣ１４

３３０Ω

２ＳＣ３３１１
など

［トランジスタ使用例］

［ＩＣ使用例］

Ｏ．Ｃ．

ＳＮ７４０６など

６ に

入力

５Ｖ

５Ｖ

３３０Ω

７５Ω

７５Ω

［ＩＣ使用例］

７５Ω

７５Ω

２２０

５Ｖ

１０Ｋ

４．７Ｋ

１０μ ４．７Ｋ

５Ｖ

内部回路へ

１Ｋ

ＰＮＰ Ｔｒ

２２０
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（５）ストロボ，ＢＵＳＹ，ＷＥＮ出力回路

（６）ＲＳ－４２２差動出力回路

コネクタ
１００内部回路から

７４ＨＣ０４

または
７４ＨＣ１４
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５．動作モード設定方法

・ＭＯＤＥ ０～９の動作モードを変更した場合は，記憶操作を行うことをお勧めします．記憶操作を行わ
ない状態で電源をＯＦＦすると，変更した動作モードは消去されます．

・以下の操作を行う場合，ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを操作したままの状態でモードスイッチ，シャッタスイ

ッチを変更しないで下さい．

（１）通常動作
●ＭＯＤＥ ０ ：ゲイン操作

モードスイッチ ＝ ”０”にセットした場合

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチの操作により

ＡＧＣ モードでは，
ＡＧＣ 目標電圧がＵＰ（上昇） ＤＯＷＮ（下降）します。

ＵＰ 操作で，ＡＧＣループの安定する電圧が高くなり，映像が明るくなります
ＤＯＷＮ操作で，ＡＧＣループの安定する電圧が低くなり，映像が暗くなります
ＭＧＣ モードでは，

ＵＰ 操作で，ＭＧＣ電圧が上がり（増幅率大），映像が明るくなります．
ＤＯＷＮ操作で，ＭＧＣ電圧が下がり（増幅率小），映像が暗くなります．

※ＡＧＣ／ＭＧＣの切替については，ＭＯＤＥ ３を参照してください．

●ＭＯＤＥ １，２ ：ＭＧＣゲインプリセット操作

モードスイッチ ＝ ”１”，または，”２”にセットした場合

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチの操作により

モードスイッチ ＝ １ の場合：ＤＯＷＮ操作で， ９ｄＢにプリセットします．
モードスイッチ ＝ １ の場合： ＵＰ 操作で，１６ｄＢにプリセットします．
モードスイッチ ＝ ２ の場合：ＤＯＷＮ操作で，２２ｄＢにプリセットします．

モードスイッチ ＝ ２ の場合： ＵＰ 操作で，２８ｄＢにプリセットします．

※ＡＧＣモードで使用中の場合，この操作でプリセットを行っても出力されるビデオ信号は変化しません．

●ＭＯＤＥ ３ ：ＡＧＣ／ＭＧＣ切り替え操作

モードスイッチ ＝ ”３”にセットした場合

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチの操作により
ＤＯＷＮ操作で，ＡＧＣモードに切り替わります．
ＵＰ 操作で，ＭＧＣモードに切り替わります．

※ランダムシャッタモード，および，長時間シャッタモードをご利用の場合は，ＭＧＣゲインでご使用く

ださい．

●ＭＯＤＥ ４ ：γ＝０．４５／γ＝１．０切り替え

モードスイッチ ＝ ”４”にセットした場合

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチの操作により
ＤＯＷＮ操作で，γ＝０．４５に切り替わります．

ＵＰ 操作で，γ＝１．０ に切り替わります．

※γ＝０．４５にすると，ディジタル出力が最大値（ＦＦＨ）まで達しない場合があります．この場合，

ＶＲＴを３．５Ｖ（標準）から約３．２Ｖ（個々に調整）に変更する必要があります．
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●ＭＯＤＥ ５ ：連続／ランダムシャッタ切り替え

モードスイッチ ＝ ”５”にセットした場合

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチの操作により
ＤＯＷＮ操作で，ランダムシャッタに切り替わります．

ＵＰ 操作で，連続シャッタに切り替わります．

●ＭＯＤＥ ６ ：高速／長時間シャッタ切り替え

モードスイッチ ＝ ”６”にセットした場合

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチの操作により
ＤＯＷＮ操作で，長時間シャッタに切り替わります．

ＵＰ 操作で，高速シャッタに切り替わります．

この切り替え操作により，

①高速シャッタ ：１／３０秒（通常読み出し時 １フレーム走査時間）よりも短い電子シャッタモード
で，１Ｈ（１水平走査時間）単位でシャッタ露光時間を設定することができます．

②長時間シャッタ：１／３０秒（通常読み出し時 １フレーム走査時間）よりも長い電子シャッタモード

で，１Ｖ（１垂直走査時間：フレーム）単位でシャッタ露光時間を設定することがで
きます．

を切り替えることができます。
また，この操作によりシャッタスイッチの露光時間メニューが切り替わります.

●ＭＯＤＥ ７ ：シャッタ露光時間変更

モードスイッチ ＝ ”７”にセットした場合

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチの操作により，

ＤＯＷＮ操作で，シャッタ露光時間が短くなります．
ＵＰ 操作で，シャッタ露光時間が長くなります．

※１．変更されたシャッタ露光時間は，そのときのシャッタスイッチ番号に該当するメモリに一時記憶さ
れます．その後は，シャッタスイッチを該当番号にセットすると変更後のシャッタ露光時間（表３

－１のシャッタ時間とは異なる）になります．
※２．現在のシャッタ露光時間が変更されるため，事前に高速シャッタ／長時間シャッタ，および，シャ

ッタスイッチ番号を設定しておく必要があります．

※３．シャッタスイッチ＝”０”の場合は、動作しません（シャッタスイッチ＝”０”は，”電子シャッ
タ動作無し” のため，シャッタ露光時間の変更はできません）．シャッタスイッチ＝１～９（連
続シャッタモード），および，１～８（ランダムシャッタモード）の場合に変更することができま

す．
※４．設定したシャッタ露光時間を記憶保持する場合は，Ａ～Ｆ各ページメモリへの記憶動作を行って下

さい。変更したシャッタ露光時間をもとの状態に戻す場合は，ページメモリへの記憶操作を行わず
に電源を入れ直すか，希望するシャッタ露光時間が記憶されているページメモリからのロード操作
を実行して下さい．
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●ＭＯＤＥ ８ ：ディジタルオフセットコントロール

モードスイッチ ＝ ”８”にセットした場合

ディジタル・ビデオ出力用Ａ／Ｄコンバータに入力する，ビデオ信号のオフセットレベルを上げ下げす
ることができます．

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチの操作により
ＤＯＷＮ操作で，オフセットレベルを上がります．

ＵＰ 操作で，オフセットレベルを下がります．

※オフセットレベルを上下することで，不要な低照度レベル信号，高輝度レベル信号を除去することがで

きます．

●ＭＯＤＥ ９ ：出力操作切替

モードスイッチ ＝ ”９”にセットした場合

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチの操作により
ＤＯＷＮ操作で，出力走査方式をプログレッシブ走査に切り替えます．

ＵＰ 操作で，出力走査方式を２：１インターレース走査に切り替えます．

●ＭＯＤＥ Ａ～Ｆ ：ページメモリーコントロール

モードスイッチ ＝ ”Ａ”～”Ｆ”にセットした場合

ユーザーが変更・設定した動作モードや，種々のパラメータを６ページ（６種類）記憶することができ
ます。ＣＰＵ管理下にあるＥＥＰＲＯＭのメモリを６ページに分割（ページ ”Ａ”～”Ｆ”）し，そ
れぞれのページにユーザーが変更・設定した，ゲイン・シャッタモード等の動作モードやパラメータを，

ページ単位で記憶（セーブ），読み出し（ロード）する事ができます．
メモリページ ”Ａ”～”Ｆ” は，モードスイッチの”Ａ”～”Ｆ”に対応しており，カメラ動作中
にユーザーが記憶定義した動作ページモードに，ダイナミックに切り替えることができます。

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチの操作により

ＤＯＷＮ操作で，選択したページから動作パラメータを読み出しセットします．
ＵＰ 操作で，選択したページに動作パラメータを記憶します．

※ＭＯＤＥ ０～９の変更は，一時記憶メモリに保管されるため，一度電源をＯＦＦすると変更前の状態
に戻ってしまいます．変更後の状態で常時使用される場合は，メモリページに記憶させてご使用になら
れることをお勧めします．
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（２）特殊動作

下記の特殊動作は，特に必要でない限り行わないで下さい．
操作される場合は，操作を行う内容を十分に理解し，操作ミスを行わないように注意して行って下さい．

●ファクトリー・デフォルト設定のリコール

モードスイッチ＝”９”かつ，ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチをどちらかの方向に操作した状態で電源を投入
した場合，ファクトリー・デフォルト・ページ（ページ Ｇ ）の設定を読み出し，工場出荷モードで動
作を開始します．

（通常時の電源立ち上げ動作では、ページ Ａ～Ｆのいずれかを読みだしセットします．）
ユーザーで設定変更した各ページメモリーの編集内容を初期化したい場合，または，カメラ基本動作の
確認時に使用してください．

読み出した工場出荷モードを ページＡ～Ｆに記憶させる場合は，Ａ～Ｆ各ページメモリへの記憶動作
を行う必要があります。

●キャリブレーション・モード

モードスイッチ＝”Ａ”かつ，ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチをどちらかの方向に操作した状態で電源を投入
した場合，キャリブレーション・モードとなります。
キャリブレーションモードでは、ＭＯＤＥ ＳＷに以下の機能が割り付けられています．

１ アナログビデオ出力のＳｅｔｕｐレベルが ＵＰ／ＤＯＷＮ
２ アナログビデオ出力のＷｈｉｔｅ Ｃｌｉｐが ＵＰ／ＤＯＷＮ

３ Ａ／ＤコンバータのＶＲＢレベルが ＵＰ／ＤＯＷＮ
４ Ａ／ＤコンバータのＶＲＴレベルが ＵＰ／ＤＯＷＮ
７ ＦＤＶ発生位相変更

ＵＰ ：ＦＡＣＴＯＲＹ ＤＥＦＡＬＴ（ＦＤＶ＝ＶＳＹＮＣ）
ＦＤＶピンより ＶＳＹＮＣタイミングを出力します．

出荷時はこのモードが選択されています．
ＤＯＷＮ：グラフイン社製 フレームグラバーとインターフェースする場合

（ＦＤＶ＝Ｖｅｒｔｉｃａｌ Ｂｌａｎｋ）

ＦＤＶピンより 垂直ブランキング（有効画像ラインを出力する間 ”Ｈ”）を出力します．
８ 外部同期ＶＤ入力時の 内部ＶＤ発生位相をＨＤ単位でシフトできます。
９ ランダムシャッタモードの ＵＰ（即時シャッタ）ＤＯＷＮ（高速掃き捨て）の切替ができます。

Ｂ 動作モード切替
ＵＰ ：ランダムシャッタ時，Ｖｉｎｉｔが入力されてもＶリセットしない．

ＤＯＷＮ：ランダムシャッタ時，Ｖｉｎｉｔが入力されるとＶリセットする．
Ｃ インターレース出力

ＵＰ ：インターレース時，ＯＤＤ（奇数）－ＥＶＥＮ（偶数）フィールドの順に画像が出力さ

れる．
ＤＯＷＮ：インターレース時，ＥＶＥＮ（偶数）－ＯＤＤ（奇数）フィールドの順に画像が出力さ

れる．

Ｄ Ｄ／Ａコンバータの基準電圧が ＵＰ／ＤＯＷＮ
キャリブレーションした結果は ７，８，９，Ｂ，Ｃ、Ｄ の場合 システムメモリー領域に、１，２，

３，４は、ファクトリー・デフォルト・ページ（ページ Ｇ ）に書き込み、記憶保持します。
１，２，３，４操作による 結果を動作に反映する場合は、ファクトリーデフォルト設定のリコール動
作を行う必要があります。

７，８，９，Ｂ，Ｃ、Ｄで設定した結果は、次回電源投入時より動作に反映されます。

キャリブレーションモードを抜けるためには、カメラの電源を一旦切り、ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチの操

作を行わないで電源を再投入して下さい。
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６．電子シャッタの使い方

（１）電子シャッタモードをセットします．
図６－１ 電子シャッタ動作モードを参照して下さい．

●シャッタ無しモードの時

シャッタスイッチを”０”にセットします．

●連続シャッタモードの時

モードスイッチを”５”にセットして，ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチをＵＰ側に操作します．
シャッタスイッチを１～９のいずれかにセットします．
高速シャッタモードの時 … シャッタスイッチに基づく電子シャッタ速度になります．

（シャッタ時間表を参照して下さい）
長時間シャッタモードの時 … シャッタスイッチに基づく電子シャッタ速度になります．

（シャッタ時間表を参照して下さい）

●ランダムシャッタモードの時
モードスイッチを”５”にセットして，ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチをＤＯＷＮ側に操作します．
シャッタスイッチを１～９のいずれかにセットします．

ランダムシャッタ動作の場合，通常はビデオ信号は出力されません．外部機器より供給されるVinit信号の
たち下がりエッジを受けて，正確にはVinit信号の立ち下がりエッジの次にくるＨＤ信号の立ち下がりに同

期して撮像を開始します．シャッタ露光時間終了後に１フレームのランダムシャッタのビデオ信号を出力
します．
ランダムシャッタのビデオ信号は，Vinit入力直後に予めセットされていたシャッタスイッチの値に基づく

電子シャッタ速度に応じて得られます．

シャッタスイッチは被写体の速度に応じてセットできます．
高速シャッタモードの時 … シャッタスイッチを１～８にセットします．

（シャッタ時間表を参照して下さい）

長時間シャッタモードの時 … シャッタスイッチを１～８にセットします．
（シャッタ時間表を参照して下さい）

外部パルス幅制御モードの時 … シャッタスイッチを９にセットします．

次にカメラケーブル（12ピンコネクタの6ピン）を介して外部トリガ(Vinit)を入力します.
Vinit信号のパルス幅に応じて露光され，フレームビデオ信号が得られます．

※高速シャッタ，および，外部パルス幅制御モードの時には，高速掃き捨て機能を選択することが
でき，高速掃き捨ての有無によりVinit入力からビデオ信号が得られるまでの時間が変化します．

（２）ランダムシャッタ時の同期タイミング
ランダムシャッタモードの場合，位相ロックは内部のＨＤ，または，外部より供給されるＨＤで行われま

す．外部トリガ(Vinit)信号が入力されると，その次のＨＤ信号の立ち下がりでラッチし，その直後Ｖ同期
タイミングをリセットします．従って，水平の位相は乱れません．
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図６－１ 電子シャッタ動作モード
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７．ＲＳ－２３２Ｃ通信による外部コントロール

ＦＣ３００Ｍは，ＲＳ－２３２Ｃインターフェイスによって，外部コンピュータなどからコントロールする
ことができます．

（１）ＲＳ－２３２Ｃ通信設定

ボーレート ： ９６００ｂｐｓ
データ ： ８ｂｉｔ／キャラクター

ストップビット ： ２ｓｔｏｐ ｂｉｔ
パリティ ： 無し
ＸＯＮ／ＸＯＦＦ ： 制御無し

（２）ＲＳ２３２Ｃ コマンド

コマンドパケットはＳＴＸ（０２ｈ）で始まり，コマンドコード，コマンドオプションパラメータへと続
き最後にＥＴＸ（０３ｈ）で終了します．パケット内部はすべて８ビットのＡＳＣＩＩコードです．

カメラが１パケットを受信（ＥＴＸ：０３ｈを検知）した場合，正常なパケットと判断した時は，処理完
了信号（ＡＣＫ：０６ｈ）を返信，または，受信コマンドに応じた，返信を行います．異常なパケットと
判断したときは，異常信号（ＮＡＫ：１５ｈ）を返信します．

（３）コマンド ”ｅ”

ファンクション：ページメモリの初期化

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”ｅ”：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，
ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

※次回電源投入時にＣＰＵは、各ページメモリを初期化します．この初期化は，初期出荷値ではなく，生
産時の初期動作用の値に初期化されます．

（４）コマンド ”Ｒ”

ファンクション：カメラ動作、設定状態をレポートするコマンド
コマンドコード”Ｒ”の次にオプションコードを付けることで

Ａ：アナログ ・レポート

Ｇ：ゲイン ・レポート
Ｓ：シャッタ ・レポート
Ｔ：シャッタSWセット・レポート

Ｖ：カメラ・バージョン・レポート
Ｍ：動作モード・レポート

が選択できます。

アナログ・レポート

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ａ”：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：ＳＥＴＵＰ設定値：ＷＣ設定値
ガンマ設定値：ＥＴＸ

※ガンマ設定値は，γ＝１に設定時は”１”をγ＝０．４５に設定時は”０”を返信します

ゲイン・レポート

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ｇ”：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：ＭＧＣ設定値：ＡＧＣ設定値：ＶＲＴ設定値：
ＶＲＢ設定値：ＯＦＦＳＥＴ設定値：ＥＴＸ
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カメラ・バージョン・レポート

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ｖ”：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：
”Ｔａｋｅｎａｋａ ＳＹＳ． ＦＣ３００Ｍ Ｖ１．００ ＰＳ３Ｍ００”

：ＥＴＸ

※下線部の数値はカメラのコントロールプログラムバージョン番号を示しています．

カメラ通信モードの確認，カメラ内部の情報を取得する際にご利用ください．

シャッタSW・レポート

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ｔ”：”Ｈ”or ”Ｌ”：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：”Ｈ”or ”Ｌ”：
ＳＷ０：ＳＷ１：ＳＷ２：ＳＷ３：ＳＷ４：

ＳＷ５：ＳＷ６：ＳＷ７：ＳＷ８：ＳＷ９：ＥＴＸ

※高速シャッタの設定を読み出す場合は，”Ｈ”

長時間シャッタの設定を読み出す場合は，”Ｌ”を送信して下さい．
シャッタSW ＳＷ０～９に設定されている，露光時間情報を返信します．

シャッタモードレポート

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ｓ”：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：”Ａ”／”Ｍ”：”Ｈ”／”Ｌ”：”Ｉ”／”Ｐ”：
露光時間：ＥＴＸ

返信される文字列は，以下のような意味を持っています．
ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：”Ａ”or ”Ｍ”：”Ｈ”or ”Ｌ”：”I”or”Ｐ”：露光時間：ＥＴＸ

① ② ③ ④

① Ａ：ランダムシャッタ
Ｍ：連続シャッタ

② Ｈ：高速電子シャッタ
Ｌ：長時間電子シャッタ

③ Ｉ：インタレース走査
Ｐ：プログレッシブ走査

④ 露光時間

電子シャッタ露光時間として、４キャラクターを返送します。
・電子シャッタ露光時間が外部設定されている場合
露光時間が１Ｈ（水平走査時間）単位，または，１Ｖ（垂直走査時間）単位で設定されている場合は，

そのＨまたはＶの露光設定カウント値を返送します。（②がＨの場合は，高速電子シャッタでＨ単位、
Ｌの場合は，長時間電子シャッタのためＶ単位となります。）
例 シャッタ露光時間が １Ｈ（１／１００００）の場合 ”０００１”

シャッタ露光時間が１６Ｈ（１／ １０００）の場合 ”００１６”

・電子シャッタ露光時間がコネクタパネルのシャッタスイッチ番号で設定されている場合
例 シャッタスイッチ＝９にセットされている場合 ”Ｉ９．．”

・電子シャッタ露光時間がＲＳ－２３２Ｃコマンドによりシャッタスイッチ番号で設定されている場合
例 シャッタスイッチ＝３が指定されている場合 ”Ｓ３．．”

シャッタスイッチ＝９が指定されている場合 ”Ｓ９．．”
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動作モードレポート

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ｍ”：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：”Ｎ”／ ”Ｒ”：”Ｏ”／”Ｅ”：”Ｄ／Ａ変換設定値”

：”□”：ＥＴＸ

返信される文字列は以下の意味を持っています．

ＳＴＸ：”Ｍ”：”Ｒ”OR”Ｎ”：”Ｏ”or”Ｅ”：”Ｄ／Ａ変換設定値”：”□”：ＥＴＸ
① ② ③ ④

① Ｒ：ランダムシャッタ時，Ｖｉｎｉｔが入力されるとＶリセットする．

Ｎ：ランダムシャッタ時，Ｖｉｎｉｔが入力されてもＶリセットしない．

② Ｏ：インターレース時，ＯＤＤ－ＥＶＥＮの順に画像が出力される．
Ｅ：インターレース時，ＥＶＥＮ－ＯＤＤフィールドの順に画像が出力される．

③ Ｄ／Ａ変換設定値

④ 予備 １バイト（”□”は１バイトのデータを示します）

（５）コマンド ”Ｇ”

ファンクション：ゲイン設定コマンド

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｇ”：ＭＧＣ設定値：ＡＧＣ設定値：ＶＲＴ設定値：ＶＲＢ設定値：

ＯＦＦＳＥＴ設定値：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，

ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

ＭＧＣ，ＡＧＣ，ＶＲＴ，ＶＲＢ，ＯＦＦＳＥＴの各データ設定値は，１６進数２桁のＡＳＣＩＩコード

でセットします。
例 レベル ８（１０進）をセットする場合 ”０８”

レベル２００（１０進）をセットする場合 ”Ｃ８”
また、設定変更する必要の無いデータ設定部は、”．”（ピリオド）をセットすることで、送信前の設
定値を保持させることができます。

例 ＭＧＣだけをレベル１０（１０進）にセットする場合
ＳＴＸ：”Ｇ”：”０Ａ”：”．”：”．”：”．”：”．”：ＥＴＸ

ＶＲＴを２１０（１０進）ＶＲＢを４０（１０進）にセットする場合
ＳＴＸ：”Ｇ”：”．”：”．”：”Ｄ２”：”２８”：”．”：ＥＴＸ

（６）コマンド ”Ｓ”

ファンクション：シャッタモード，シャッタ露光時間設定コマンド

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｓ”：”Ａ”／”Ｍ”：”Ｈ”／”Ｌ”：”Ｉ”／”Ｐ”：

露光時間：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，
ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

送信コマンドは以下の意味を持っています．
ＳＴＸ：”Ｓ”：”Ａ”／”Ｍ”：”Ｈ”／”Ｌ”：”Ｉ”／”Ｐ”：露光時間：ＥＴＸ

① ② ③ ④
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① Ａ：ランダムシャッタ

Ｍ：連続シャッタ

② Ｈ：高速電子シャッタ

Ｌ：長時間電子シャッタ

③ Ｉ：インタレース走査
Ｐ：プログレッシブ走査

④ 露光時間
電子シャッタ露光時間として、４キャラクターを送信します。
・電子シャッタ露光時間を外部設定する場合

露光時間を１Ｈ（水平走査時間）単位，１Ｖ（垂直走査時間）単位で設定する場合には，そのＨまた
はＶの露光設定カウント値を設定します．（設定値をＨまたは，Ｖのカウント値とする切り替えは②

のＨ／Ｌで行います。）
例 シャッタ露光時間を １Ｈ（１／１００００）とする場合 ”０００１”

シャッタ露光時間を１６Ｈ（１／ １０００）とする場合 ”００１０”

・電子シャッタ露光時間をコネクタパネルのシャッタＳＷ番号で設定する場合
例 シャッタＳＷ ４にセットする場合 ”Ｓ４．．”

シャッタＳＷ ９にセットする場合 ”Ｓ９．．”

例 シャッタモードを，ランダム・高速シャッタで露光時間を３Ｈに設定する場合
ＳＴＸ：”Ｓ”：”Ａ”：”Ｈ”：”．”：”０００３”：ＥＴＸ

例 カメラ本体の背面パネルコントロールに戻す場合
ＳＴＸ：”Ｓ”：”．”：”．”：”．”：”００００”：ＥＴＸ

（７）コマンド ”Ａ”

ファンクション：アナログ・映像信号・設定コマンド

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ａ”：ＳＥＴＵＰ設定値：ＷＣ設定値：ガンマ設定値：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，
ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

※γ＝１にセットする場合 ”１”を，γ＝０．４５にセットする場合は”０”を送信して下さい．

（８）コマンド ”Ｅ”

ファンクション：シャッタメニュー編集コマンド

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｅ”：”Ｈ”／”Ｌ”：ＳＷ０：ＳＷ１：ＳＷ２：ＳＷ３：

ＳＷ４：ＳＷ５：ＳＷ６：ＳＷ７：ＳＷ８：ＳＷ９：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，
ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

※”Ｈ”／”Ｌ”は，高速シャッタ設定の場合は，”Ｈ”
長時間シャッタ設定の場合は，”Ｌ”をセットします．

※ＳＷ０～ＳＷ９は，シャッタSW番号にセットする露光時間（Ｈ，または，Ｖ）を１６進数４桁でセット

します．
※ＳＷ０の露光時間は変更できません．

例 高速シャッタのＳＷ５の露光時間だけを８８（１０進）に変更する場合
ＳＴＸ：”Ｅ”：”Ｈ”：”．”：”．”：”．”：”．”：”．”：

”００５８”：”．”：”．”：”．”：”．”：ＥＴＸ
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（９）コマンド ”Ｍ”

ファンクション：動作モード設定コマンド

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｍ”：”Ｒ”／”Ｎ”：”Ｏ”／”Ｅ”：Ｄ／Ａ変換設定値：

”□”：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，

ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

送信コマンドは以下の意味を持っています．

ＳＴＸ：”Ｍ”：”Ｒ”or”Ｎ”：”Ｏ”or”Ｅ”：”Ｄ／Ａ基準電圧”：”□”：ＥＴＸ
① ② ③ ④

① Ｒ：ランダムシャッタ時，Ｖｉｎｉｔが入力されるとＶリセットする．
Ｎ：ランダムシャッタ時，Ｖｉｎｉｔが入力されてもＶリセットしない．

② Ｏ：インターレース時，ＯＤＤ－ＥＶＥＮフィールドの順に画像が出力される．
Ｅ：インターレース時，ＥＶＥＮ－ＯＤＤフィールドの順に画像が出力される．

③ Ｄ／Ａ変換設定値
設定値は，１６進数２桁のＡＳＣＩＩコードでセットします。

また，設定変更する必要の無いデータ設定部は，”．”（ピリオド）をセットすることで、送信前の設
定値を保持させることができます。

④ 予備 １バイト（”□”は１バイトのデータを示します）

（10）コマンド ”Ｗ”

ファンクション：動作モード記憶（ＳＡＶＥ）コマンド

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｗ”：記憶ページ（”Ａ”～”Ｆ”）：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，
ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

（11）コマンド ”Ｌ”

ファンクション：動作モード読み出し（ＬＯＡＤ）コマンド

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｌ”：読み出しページ（”Ａ”～”Ｈ”）：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，

ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

※ページ Ｈ には工場出荷時のデータが記録されていますので，出荷時の状態に戻したい場合にご使用

下さい．
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８．タイミングチャート

●映像出力

５２５Ｈ

連続シャッタ動作

露光（Ｎ＋１）露光（Ｎ）

露光タイミング

内部ＶＤ

露光（Ｎ＋２）

プログレッシブ 映像（Ｎ） 映像（Ｎ＋１） 映像（Ｎ＋２）

インターレース(O-E)

インターレース(E-O)

ＯＤＤ

映像（Ｎ－１）

ＥＶＥＮ

映像（Ｎ）

ＯＤＤ

映像（Ｎ）

ＥＶＥＮ

映像（Ｎ＋１）

ＯＤＤ

映像（Ｎ＋１）

ＥＶＥＮ

映像（Ｎ－１）

ＯＤＤ

映像（Ｎ）

ＥＶＥＮ

映像（Ｎ）

ＯＤＤ

映像（Ｎ＋１）

ＥＶＥＮ

映像（Ｎ＋１）

ランダムシャッタ（リセット）

露光（Ｎ）

露光タイミング

ＴＲＩＧ

プログレッシブ 映像（Ｎ）

インターレース
リセット

映像（Ｎ） 映像（Ｎ） 映像（Ｎ） 映像（Ｎ）

ランダムシャッタ（ノン・リセット）

露光（Ｎ）

露光タイミング

ＴＲＩＧ

プログレッシブ 映像（Ｎ） 映像（Ｎ）

５２５Ｈ

内部ＶＤ

５２５Ｈ

内部ＶＤ

リセット

インターレース
ノン・リセット （ＥＶＥＮ）

（ＯＤＤ）

不確定映像 映像（Ｎ） 映像（Ｎ） 映像（Ｎ）

（ＯＤＤ）
（ＥＶＥＮ）

映像（Ｎ－１）

４Ｈ

２６８．５Ｈ

（ＥＶＥＮ）
（ＯＤＤ）

（ＯＤＤ）
（ＥＶＥＮ）

（ＯＤＤ）
（ＥＶＥＮ）

映像（Ｎ） 映像（Ｎ）

４～５２９Ｈ

２６５．５～５２８Ｈ

不確定映像

（ＥＶＥＮ）
（ＯＤＤ）

（ＯＤＤ）
（ＥＶＥＮ）

（ＥＶＥＮ）
（ＯＤＤ）

（ＯＤＤ）
（ＥＶＥＮ）

（ＯＤＤ）
（ＥＶＥＮ）
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●連続シャッタ
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●ランダムシャッタ（リセット有り）

高速シャッタ・高速掃き捨て無し（露光時間nＨ）

※ＨＤの立ち下がりに同期してＶｉｎｉｔ入力をチェックし，ＶｉｎｉｔがＨ→Ｌレベルに変化した時に
ＴＲＩＧパルスを発生します．ＴＲＩＧパルスのタイミングでフォトダイオード部のディスチャージを行い

電子シャッターが解放されます．設定露光時間経過後，ＷＥＮがアサートされＳＧを発生します（シャッタ
クローズ）．
プログレッシブ走査の場合は，ＷＥＮのあと５Ｈ後にＶＳＹＮＣ・ＦＤＶが出力され，続いて１フレーム

（４９４ライン）の映像信号を出力します．
インターレース走査（ＥＶＥＮ－ＯＤＤ）の場合は，ＷＥＮのあと２６５．５Ｈ（前の映像のＯＤＤフィー
ルドを出力したあと）後にＶＳＹＮＣ・ＦＤＶが出力され，ＥＶＥＮフィールド－ＯＤＤフィールドを出力

します．

Ｖｉｎｉｔ

映像出力
(ﾌﾟﾛｸﾞﾚｯｼﾌﾞ)

ＴＲＩＧ

映像出力

ＳＧ

Ｖ．ＳＹＮＣ
及び
ＦＤＶ

１

４
９
４２３

４
９
３

４
９
２

５ ３ ８

ＨＤ

ＷＥＮ

露光時間

シャッタ時間遅延時間

ＶＤ
(ﾌﾟﾛｸﾞﾚｯｼﾌﾞ)

部分拡大図

リセット
１２３

５ ３ ８

３ ３ １４

１３５７

３ ３ １４

４
９
３

４
９
１

４
８
９

４
８
７

Ｖ．ＳＹＮＣ
及び
ＦＤＶ

Ｖ．ＳＹＮＣ
及び
ＦＤＶ

２４６８
１
０

４
９
４

４
９
２

４
９
０

４
８
８９

映像出力
(ｲﾝﾀｰﾚｰｽ)
(EVEN-ODD)

３ ３ １４

Ｖ．ＳＹＮＣ
及び
ＦＤＶ

リセット

ＶＤ
(ｲﾝﾀｰﾚｰｽ)

Ｖ．ＳＹＮＣ
及び
ＦＤＶ

ｎＨ７．７μＳ

ＢＵＳＹ

映像出力
EVENﾌｨｰﾙﾄﾞ
(偶数)

映像出力
ODDﾌｨｰﾙﾄﾞ
(奇数)

：無効映像区間（アナログ，ディジタル両出力）

：無効映像区間（アナログ出力）

ストロボ（ＳＩ）

遅延時間

４２．４μＳ
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●ランダムシャッタ（リセット無し）

高速シャッタ・高速掃き捨て無し（露光時間ｎＨ）

※ＨＤの立ち下がりに同期してＶｉｎｉｔ入力をチェックし，ＶｉｎｉｔがＨ→Ｌレベルに変化した時に
ＴＲＩＧパルスを発生します．ＴＲＩＧパルスのタイミングでフォトダイオード部のディスチャージを行い

電子シャッターが解放されます．設定露光時間経過後，ＷＥＮがアサートされＳＧを発生します（シャッタ
クローズ）． Ｖリセットを行ないため，ＷＥＮ直後は，前回の映像または不確定映像を出力し，次のＶＳ
ＹＮＣ・ＦＤＶに続いて映像信号を出力します．

プログレッシブ走査の場合は，ＷＥＮのあと５２５（ｍａｘ）＋５Ｈ後にＶＳＹＮＣ・ＦＤＶが出力され，
続いて１フレーム（４９４ライン）の映像信号を出力します．
インターレース走査（ＯＤＤ－ＥＶＥＮ）の場合は，ＷＥＮのあと２６５．５（ｍａｘ）＋３Ｈ（前の映像

のＥＶＥＮフィールドを出力したあと）後にＶＳＹＮＣ・ＦＤＶが出力され，ＯＤＤフィールド－ＥＶＥＮ
フィールドを出力します．

Ｖｉｎｉｔ

映像出力
(ﾌﾟﾛｸﾞﾚｯｼﾌﾞ)

ＴＲＩＧ

映像出力

ＳＧ

Ｖ．ＳＹＮＣ
及び
ＦＤＶ

１

４
９
４２３

４
９
３

４
９
２

５ ３ ８

ＨＤ

ＷＥＮ

露光時間

シャッタ時間遅延時間

ＶＤ
(ﾌﾟﾛｸﾞﾚｯｼﾌﾞ)

部分拡大図

１２３

５ ３ ８

３ ３ １４ ３ ３

Ｖ．ＳＹＮＣ
及び
ＦＤＶ

３

ＶＤ
(ｲﾝﾀｰﾚｰｽ)

Ｖ．ＳＹＮＣ
及び
ＦＤＶ

ｎＨ７．７μＳ

ＢＵＳＹ

：無効映像区間（アナログ，ディジタル両出力）

：無効映像区間（アナログ出力）

１４

Ｖ．ＳＹＮＣ
及び
ＦＤＶ

映像出力
ODDﾌｨｰﾙﾄﾞ
(奇数)

３ １４

Ｖ．ＳＹＮＣ
及び
ＦＤＶ

３
映像出力
EVENﾌｨｰﾙﾄﾞ
(偶数)

映像出力
(ｲﾝﾀｰﾚｰｽ)
(ODD-EVEN)

ＳＩ(ｽﾄﾛﾎﾞ)

４
９
４

４
９
３

４
９
２

５２５Ｈ
（ｍａｘ）

５２５Ｈ

２６２．５Ｈ

２６２．５Ｈ
（ｍａｘ）

遅延時間
４２．４μＳ
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●ランダムシャッタ

外部パルス幅制御モード・高速掃き捨て無し

※ＨＤの立ち下がりに同期してＶｉｎｉｔ入力をチェックし，ＶｉｎｉｔがＨ→Ｌレベルに変化した時に

ＴＲＩＧパルスを発生します．ＴＲＩＧパルスのタイミングでフォトダイオード部のディスチャージを行い
電子シャッターが解放されます．ＶｉｎｉｔがＬ→Ｈレベルに変化した時にＥＳＧを出力し，これを受けて
ＷＥＮがアサートされＳＧを発生します（シャッタクローズ）．

※ＷＥＮ以降のタイミングは，変化しませんので，
リセット有りの場合は，「ランダムシャッタ（リセット有り），高速シャッタ・高速掃き捨て無し（露光時

間nＨ）」の頁を，リセット無しの場合，「ランダムシャッタ（リセット無し），高速シャッタ・高速掃き
捨て無し（露光時間nＨ）」の頁を参照して下さい．

●ランダムシャッタ
高速シャッタ・高速掃き捨て有り（露光時間 nＨ）

※ＨＤの立ち下がりに同期してＶｉｎｉｔ入力をチェックし，ＶｉｎｉｔがＨ→Ｌレベルに変化した時に

ＴＲＩＧパルスを発生し，垂直ＣＣＤの高速掃き捨てを行い２７Ｈ後にフォトダイオード部のディスチャー
ジを行い電子シャッターが解放されます．設定露光時間経過後，ＷＥＮがアサートされＳＧを発生します
（シャッタクローズ）．

※ＷＥＮ以降のタイミングは，変化しませんので，
リセット有りの場合は，「ランダムシャッタ（リセット有り），高速シャッタ・高速掃き捨て無し（露光時
間nＨ）」の頁を，リセット無しの場合，「ランダムシャッタ（リセット無し），高速シャッタ・高速掃き捨

て無し（露光時間nＨ）」の頁を参照して下さい．
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●ディジタル出力
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９．使用上の注意

●ケースを取り外したり改造や分解をしないで下さい．動作不良に伴う発熱などで火災などの事故の原因とな
ります．又，故障や動作不良の原因となります．

●通電状態でのケーブル，コネクタ類の付け外しは故障の原因となりますのでお避け下さい．

本装置に接続する電源にはノイズ成分が含まれないものをご使用下さい．故障や動作不良の原因となります．●

●弊社推奨品以外の電源を使用する場合は特に接続ピンの適合について十分事前にチェックしてして下さい．
故障や動作不良，発熱による火災の原因になります．

●近距離に設置された動力機器等からノイズが放射され，本装置に対して影響が懸念される場合は，これらの
ノイズの発生を抑制する処置をとって下さい．

仕様外の温度環境や，結露を発生する環境，塵埃の多い場所，恒常的な振動・衝撃が加えられる場所でのご●
．故障や動作不良，性能劣化の原因になります．使用や保管は避けてください

●長時間ご使用にならない時は，電源 電源スイッチを にしてください．装置の ＯＦＦ

●異常や故障にお気付きのときは ，通電を中止して，販売店へ ください．直ちに使用を中止し 修理・点検をご依頼

●カメラとカメラ制御器間のカメラケーブルを強く引っ張る，無理に折り曲げるなど乱暴に取扱わないようご
注意ください．ケーブルの断線による動作不良，過熱による火災やカメラ本体の故障の原因となります．

●通電の有無を問わず，カメラの撮像面を太陽やレーザ光源など過度に強力な光源に直接，長時間晒さないで
ください．撮像素子の焼き付きや性能劣化の原因となります．

●カメラの落下，強い衝撃や振動を与えないでください．故障の原因となります．

●本説明書に記載された調整個所以外は，調整しないでください．動作不良の原因となります．

●製品を本来の使用目的以外の用途に使用しないでください．

●本品についてカタログ等に記載されている仕様や動作内容等については性能の改善などの目的の為に予告な

く変更する場合が有ります．


